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2010(H22)年度6年生総合試験問題

６低血糖の原因とならないのはどれかｃ

ａＡＣＴＨ単独欠損症

ｂインスリノーマ

ｃ褐色細胞腫

dAddison病

ｅ肝硬変

陣内分泌腫傷について正しいのはどれか。

ａ多血性腫傷である。

ｂリンパ行性転移が多い。

cMEN2型に合併することが多い。

ｄ症候性で最も多いのはガストリノーマである。

ｅソマトスタチノーマでは、低カリウム血症を伴う。

７正しい組合せはどれか。２つ選べ。

ａ全身性エリテマトーデス〈SLE〉

２母児感染のリスクを軽減するため、帝王切開が行われる病原体はどれか。２つ選べ。

ａＨＩＶ

ｂ風疹ウィルス

ｃＢ群レンサ球菌

．パルポウィルスＢ１９

ｅ単純へルペスゥィルス

ヘリオトロープ疹

日光過敏症

結節件打許

肺高jhl序庁

鞍鼻

ｂ全身性硬化症く強皮症〉

８５０歳の女性。急激な腹痛が生じ、２時間後に救急車で来院した。来院時、上腹部から右季肋部に

かけての圧痛を認めた。

診断に有用でない検査はどれか。２つ選べ。

ａ単純エックス線撮影法

ｂ腹部超音波検査

ｃ消化管造影

ｄコンピュータ断層撮影

ｅ血管造影

cBehCet病

ｄ混合性結

ｅ側頭動脈

３フイブリノイド壊死を伴う糸球体腎炎を呈するのはどれか。２つ選べ〈

ａ糖尿病性腎症

ｂ結節性多発動脈炎

cWegener肉芽腫症

ｄ顕微鏡的多発血管炎

ｅ溶血性尿毒症症候群

fｰ
ｑ

４高巾序性脳症の頭部MRIＴ２強調画像で、異常高信号域が出現しやすい部位はどこか。

ａ 小脳

ｂ前頭葉

ｃ側頭葉

ｄ頭頂葉

ｅ後頭葉

ﾑダ

ソ迫

－２０１－２－

１０糸球体病変を示す検尿所見はどれか。

ａケトン体

ｂ亜硝酸塩

ｃ変形赤血球

ｄβ2-ミクログロブリン〈β2-ＭG〉

ｅＮ－アセチルグルコサミニダーゼ〈ＮＡＧ〉

－２０１－１－

９三尖弁閉鎖症について正しいのはどれか。

ａ手術治療としてJatene手術が適応される。

ｂ三尖弁閉鎖症は新生児期にチアノーゼが出現しない。

ｃ経皮的バルーン心房裂開術を行うのは極めて稀である。

ｄ三尖弁閉鎖症は動脈管を介して肺血流を維持する必要がある。

ｅ心室中隔欠損症を合併しない場合、インドメタシン静注の適応となる。

５原発性骨髄線維症において、通常認められない所見はどれか。

ａ巨大牌腫

ｂ高尿酸血症

ｃ白赤芽球症

ｄ血小板増多症

ｅ正球件TF角素性貧血
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１６１１唇に好発する疾患はどれか。

ａ血管神経性浮腫

ｂ結節性紅斑

ｃ貨幣状湿疹

.基底細胞癌

ｅ脂腺母斑

１１多蕊胞性卵巣症候群と関連の少ないのはどれか。

ａ肥満

ｂ子宮頚がん

ｃ子宮体がん

ｄ月経異常

ｅ不妊

１２病院など多数の者が利用する施設の管理者に受動喫煙防止策を義務付けている法律はどれか，

ａ地域保健法

ｂ・健康増進法

ｃ母子保健法

ｄ健康保険法

ｅ環境基本法

１７アデノイド増殖症でみられないのはどれか。２つ選べ。

ａ鼻 閉

ｂ 難聴

ｃ開鼻声

ｄいびき

ｅ鼻出血

１８尿道カルンクルについて、正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ出血を伴うことが多い。

ｂ女性の尿道腫傷で最も多い。

ｃ尿道全摘除術の適応となる。

ｄ放置すると悪性化することがある。

ｅ外尿道口の前壁（12時方向）から発生することが多い。

１３上顎骨骨折で見られない症状はどれか。２つ選べ。

ａ鼻出血

ｂ知覚障害

ｃ開口障害

． 岐合 不全

ｅ顔面神経麻揮

１９節足動物と疾患の組合せで正しいのはどれか。２つ選べ。１４Dupuytren拘縮について誤っているのはどれか。

ａ女性に多い。

ｂ白人に多い。

ｃ両側性が多い。

ｄ環指・小指に多い。

ｅ糖尿病に合併する。

日本脳炎

ライム病

つつが虫病

Ｑ熱

発疹チフス

『

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

ヘ
ミ
ニ
ユ
ミ

｜
フシ

ダ
ハ
ノ

１５睡眠時無呼吸症候群でみられないのはどれか。３つ選べ。

ａ日中の眠気

ｂ情動脱力発作

ｃいびき

.入眠時の下肢のむずむず感

ｅ睡眠麻;庫

２０乳房腫大を主訴に来院した2歳の女児でまず行う検査はどれか。

ａ頭部単純CＴ

ｂ頭部単純MRI

ｃ乳房超音波検査

ｄ腹部超音波検査

ｅ手根骨エックス線単純撮影

－２０１４－－２０１－３－
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

２４２２歳の男性。３か月前から続く下痢と腹痛を主訴に来院した。大腸内視鏡写真（直腸）を示す。

この疾患について正しいのはどれか。

ａｌｌ工門病変の合併

ｂ潰傷を伴う肉芽腫性炎症性病変

２１石綿暴藤赴と石綿関連肺疾患の潜伏期間を図①に示す。

太線に囲まれた領域の疾患はどれかＣ

ａ石綿肺

ｂ胸膜プラーク

ｃ良性石綿胸水

ｄ肺癌

ｅ悪性胸膜中皮腫
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２２超音波検査で胎児診断できるのはどれか。

ａ勝帯へルニァ

ｂ肥厚性幽門狭窄症

ｃ腸回転異常症

ｄ先天性巨大結腸症

ｅ鎖ｌ江
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大腸内視鏡写真（直腸）

２５５２歳の男性。易疲労感、嘘気と下痢が持続するため来院。口腔粘膜と皮膚に色素沈着が認めら

れる。来院時、Ｎａｌ２６ｍＥｑ/ﾉ、Ｋ５５ｍＥｑ/j、Ｃｌ９１ｍＥｑ/Zであり精査入院となった。

診断に有用な検査はどれか。

ａデキサメサゾン抑制試験

ｂ迅速ＡＣＴＨ刺激試験

ｃメトピロン試験

ｄ水制 限試験

ｅＬＨＲＨ試験

２３６２歳の男性。尿路感染に対して、抗菌薬の内服を開始してから２週間後に３８℃台の発熱を認め、

顔而の浮腫と、体幹四肢に融合傾向のある謬出‘性紅斑が出現した。

血液所見：白血球13,200（異型リンパ球３％)。血液生化学所見：ＡＳＴ１３４１Ｕ/ｍｊ、ＡＬＴ

２１１１U/ｍＪ､γ-GTP3871U/ｍﾉ(0-50)。血中抗HHV-61gG抗体は1,280倍(基準10未満）

であった。

考えられる疾患はどれか。

ａ固定薬疹

ｂ突発性発疹

ｃ伝染性単核球症

ｄ薬剤性過敏症症候群

eKaposi水痘様発疹症
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

２７５８歳の男性。労作性胸痛あり来院。１年前から階段や坂道でごく軽い前胸部痛を自覚。胸痛は

１分持続し、安静で軽快した。安静時胸痛なし。喫煙歴は10本/日を20年間。身長１７１ｃｍ、体重

７５ｋｇ･脈拍７０/分､整。血圧130/70ｍｍＨｇ・血液所見:赤血球482万､Ｈｂ１５．０９/ｄｊ､白血球5‘600、

血小板２２万。血清生化学所見:総蛋白７．３９/dZ､アルブミン４．５９/dJ､AST251U/ﾉ､ALT281U/J、

ＬＤＨｌ７７１Ｕ/ノ（基準176～353)、ＣＫ１４１１Ｕ"、トロポニンＴ陰性。冠動脈造影CT、運動負荷

９９mTc-tetrofOsmin心筋血流シンチグラフイ検査所見を示す。

上段：運動負荷時、下段：安静時

２６６０歳の男性。以前に胃潰傷の診断で内服治療を受けたことがある。最近は忙しくてストレスが

多かったという。１週間ほど前より心嵩部痛があり、時々黒色便を認め来院した。上部消化管内視

鏡写真を示す。迅速ウレアーゼ試験は陽性であった。

誤っているのはどれか。

ａ胃潰傷が見られる。

ｂ３剤併用除菌療法の適応である。

ｃプロトンポンプ阻害剤の投与を行う。

ｄＭＡＬＴリンパ腫が見られる。

ｅヘリコバクターピロリ感染が原因である。

■画、dもＢｑｌｍ

虎血が疑われる部位はどれか。２つ選べｃ

ａ下壁

ｂ前壁中隔

ｃ 後壁

ｄ心尖部

ｅ側壁

冠動脈造影ＣＴ
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上部消化管内視鏡写真②
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運動負荷99mTc-tetrofosmin心筋血流シンチグラフィ検査所見

上段：運動負荷時、下段：安静時
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４２歳の女性。４年前から歩行時のふらつきが徐々に進行し、転倒することがあるため受診し

た。神経学的には意識は清明、注視方向性眼振とびっくり眼を認め、四肢の深部反射は冗進し、

Babinki反射を認める。軽度のジストニアを認め、失調性歩行を呈している。

血液一般検査では明らかな異常所見は認めない。家系図を示す。母親の発症年齢は68歳である。

診断はどれか。

ａＳＣＡ３

ｂＳＣＡ６

ｃＭＥＬＡＳ

ｄ多系統萎縮症

eHuntington舞踏病

ロ 岸

■ 亡亡■

溜由
／

○：女性、□：男性、矢印：患者、●、■：発症者

家系図

－２０１－９－
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２９４３歳の女性。口腔粘膜の出血と紫斑を主訴に来院した。白血球1,600、赤血球236万、Ｈｂ８５

ｇ/dﾉ、血小板1.5万、プロトロンピン時間（PT）１８秒（基準９－１３)、活性化部分トロンボプラスチ

ン時間（APTT)７５秒（基準2545)、フイブリノゲン９５ｍｇ/dI（基準150-400)、ＦＤＰ160幅/ｍｊ

（基準１０以下)。骨髄検査ではアズール頚粒の豊富な大型前骨髄球が増加していた。同時に行った

骨髄染色体検査の核型（↑が異常染色体）を示す。

正しいのはどれか。２つ選べ。

aAML-ETO融合遺伝子が形成されている。

bBCR-ABL融合遺伝子が形成されている。

cPML-RARA融合遺伝子が形成されている。

ｄオールトランスレチノイン酸くATRA〉が有効である。

ｅチロシンキナーゼ阻害薬くイマチニブ〉が有効である。

篭；；蕊 蝋龍
２ ３ 略５

鵡瓢雛鶏躯魂鯛
８７ 白９鱒１１１２

油雛
憩１４．

鰹騒騒
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骨髄染色体検査の核型

－２０１－１０－
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３１６０歳の男性。今年の健康診断で下腿浮腫を指摘されて来院した。５年前より毎年蛋白尿がある。

脈拍８０/分、整。血圧140/９０mmHg、眼臓結膜貧血なし。胸部聴診上は異常なし。両下腿に浮腫

を認める。

尿検査所見：蛋白４+、蛋白尿４９/日、糖（一)、潜血（一)。血液生化学所見：アルブミン

２．５９/ｄｊ、尿素窒素20ｍｇ/dﾉ、クレアチニン０．９ｍｇ/dJ、CH5035単位（基準30～

４０)。腎生検ＰＡＭ染色標本と電子顕微鏡標本を示す。

正しいのはどれか。

ａ小児に多い。

ｂ悪性腫傷を合併する。

ｃ溶連菌感染が見られる。

ｄ馬桃腺摘出術が有効である。

ｅメサンギウム領域にIgA免疫グロブリンが沈薪する。

３０６８歳の男性。主訴は呼吸困難。７年前から慢性肺気腫を指摘されていたが、治療は受けていな

かった。３日前から咽頭痛、黄色訓熔痕および鼻汁、全身倦怠感が出現するようになった。本日の

就寝時から息苦しさがひどくなり、救急車にて受診した。来院時、意識は清明。身長168ｃｍ、体

垂５８kg・体温37.8℃･呼吸数２４/分。脈拍106/分、整。血圧170/９８ｍｍＨｇ・口唇にチアノーゼ

を認める。頚静脈の怒張を認める。心音に異常を認めない。呼吸音は両側全肺野で減弱している。

腹部は平坦・軟で、右肋骨弓下に肝を2横指触知する。牌は触知せず。腹部に圧痛や抵抗はない。

両下肢の浮腫を軽度認める。動脈血液ガス所見は空気吸入下で、ｐＨ7.35、PaCOﾜ54.6Torr、ＰａＯ２

54.0Torr、HCOヨ２９．８，mol/Ｉ、ＢＥ３．１，mol/Z。酸素を０．５J/分で投与を開始した。

次に行う治療として誤っているのはどれか。

ａ抗菌薬の点滴静脈内注射

ｂループ利尿剤の静脈内注射

ｃ副腎皮質ステロイドの経口投与

ｄキサンチン誘導体の点滴静脈内注射

ｅ非侵襲的持続陽圧換気くNPPV〉

－２０１－１２－
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電子顕微鏡標本腎生検ＰＡＭ染色標本
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３４８１歳の女性。弁膜症の診断で通院中であった。経過中に不整脈と肺疾患の指摘はない。夜間に

起座呼吸となり救急搬送された。意識は清明。身長150ｃｍ、体重４０ｋｇ･体温３７．０℃・呼吸数

２４/分。脈拍120/分､不整。血圧140/90mmHgoSpO288％・胸部聴診では、全肺野で湿性ラ音と、

第２肋間胸骨右縁で駆出性収縮期雑音を聴取した。胸部エックス線写真では著名な肺うっ血像を認

め、心電図では心房細動が認められた。心臓超音波検査を示す（図①および②)。

直ちに行うべき処置はどれか。

３２２８歳の男性。２週間前からの発熱と両下肢の皮疹を主訴に来院した。中学生の頃から口腔内に小

さな白色の有痛性潰傷が出没している。陰嚢には境界明瞭な潰傷を認める。白血球10,200、ＣＲＰ

６８ｍｇ/ｄＩ。両下肢の写真を示す。

この疾患にみられないのはどれか。

ａＨＬＡＢ２７陽性

bHLA-A26陽性

ｃ回盲部潰蕩

ｄ精巣上体炎

ｅ血栓性静脈炎

、一・函＝ー

螺

●『'

ａ安静臥位

ｂ酸素吸入

ｃ強心剤の投与

ｄ電気的除細動

ｅ利尿薬の静脈内投与
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３３１７歳の女子。全身倦怠感を主訴に来院した。身長１６５ｃｍ､体重５２ｋｇ､体温36.8℃､脈拍７４/分、

整。血圧１１０/７０ｍｍＨｇ･眼球結膜に黄染を認めない。腹部は平坦で、軟で、右肋骨弓下に肝を

４ｃｍ触知する。牌は触知しない。血液検査：赤血球380万、Ｈｂｌｌ２ｇ/dJ、白血球6,000、血小板

２２万。血清生化学所見：AST1201U/j、ＡＬＴ２６５１Ｕ〃、ＬＤＨ４２０１Ｕ/Z、Ｃｕ３８ｕｇ/dノ（基準68～

128)、セルロプラスミン４．８ｍｇ/dノ（基準21～37)。免疫学的所見:CRP０．１ｍｇ/dﾉ、HBS抗原陰性、

HCV抗体陰性。

治療薬はどれか。

ａペニシラミン

ｂ シ ク ロ ス ポ リン

ｃプレドニゾロン

．インターフェロン

ｅヒト免疫グロブリン

－２０１－１３－
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両下肢の写真
一

一一

図①傍胸骨長軸像く拡張末期＞＜収縮末期＞
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３５６０歳の女性。生来健康であった。ｌか月前から上腹部痛があり、２Ｈ前から|価吐が出現し来院し

た。常用薬や輸血歴はない。体温36.9℃、脈拍６０/ｍin、血圧114/５８ｍｍＨｇ・右上腹部に軽度の

圧痛と膨満を認めたが、反跳痛や筋性防御は認めない。検査所見：赤血球346万、Ｈｂ８６ｇ/ｄｊ、白

血球12,000、血清総ビリルビン０．２ｍｇ/dﾉ、ＡＳＴ１２１Ｕ/L、ＡＬＴｌＯＩＵ/L、ＡＬＰ１８０１Ｕ/L、LDH

l501U/L、CPK301U/L、ＣＲＰ0.4ｍｇ/dJ、ＣＥＡＯ３ｎｇ/ｍノ（基準５以下)、ＣＡ１９－９６Ｕ/ｍノ（基準

37以下)。腹部造影ＣＴを示す。

考えられる疾患はどれか。

ａ大腸癌

ｂ腸重積

ｃ虚血性腸炎

ｄ腸回転異常

ｅ上陽間膜動脈I､衿庁

腹部造影CＴ

－２０１－１５－
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

３６２４歳の男性。約１週間前から持続する38～39℃の発熱を主訴に来院した。両側頚部に米粒大から

示指頭大のリンパ節を数個触知する。右肋骨弓下に肝を２ｃｍ、左肋骨弓下に牌を2cm触知する。

血液所見：赤血球４９９万、Ｈｂ１３．３９/dJ、Ｈt４３％、白血球13,800（梓状核好中球３％、分葉核

好中球２０％、単球３％、リンパ球５２％、異型リンパ球２２％)、血小板１８万。生化学所見：総

ビリルピン０８ｍｇ/dJ、ＡＳＴ１３８１Ｕ"、ＡＬＴ１６６１Ｕ/Ｉ、LDH4851U/Ｉ（基準176～353)。ＣＲＰ

３．３ｍｇ/ｄｊ。抗VCA-IgG抗体陽性、抗VCA一IgM抗体陰性、抗EBNA抗体陽性。抗サイトメガ

ロウイルスIgM抗体陽性、抗サイトメガロウイルスIgG抗体陰性。抗HCV抗体陰性。

抗HIV抗体陰性、HIV-RNA定量５０コピー／ｍＪ以下（基準５０コピー/ｍｊ以下)。

考えられるのはどれか。

ａ急性C型肝炎

ｂＥＢゥイルス初感染

ｃ急'性リンパ性白血病

．急'性レトロウイルス症候群

ｅサイトメガロウイルス初感染

３７２６歳の男性。自家用車を運転中に衝突事故を起こし､救急車で搬送された｡ハンドルで腹部を打っ

たという。腹部は、聴診・触診上、特に異常を認めない。腹部は平坦で右季肋部から心街部に圧

痛と打撲による皮下出血とみられる紫斑を認める。顔面蒼白、眼聡結膜に軽度の貧血を認めるが

眼球結膜に黄染は認めない。視・聴診で異常なく、筋性防御はみられない。呼吸１８/分、整。血圧

106/８０ｍｍＨｇ、血液所見：ＨｂｌＯ､６９/d/、白血球９’800。

まず行うべき検査はどれか。２つ選べ。

ａ腹部超音波検査

ｂ腹部造影エックス線ＣＴ

Ｃ静脈性（腎孟）造影

ｄ腹腔動脈造影

ｅ上部消化管内視鏡検査

－２０１章1６－
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

３９５８歳の男性。咳鰍と労作時呼吸困難を主訴に来院した。５年前から健康診断で胸部エックス線

異常陰影を指摘されていたが自覚症状がないため放置していた。１年前から咳鰍を自覚。３か月前

から階段昇降時の呼吸困難を自覚するようになったため受診した。噌疾、発熱はない。喫煙歴：

２０本/日、４０年間。体温362℃・呼吸数１６/分。脈拍７２/分、整。血圧130/７８mmHg・空気吸入

下SpO294%・両背部下肺野でanecracklesを聴取。ばち指を認める。血液所見：赤血球420万、白

血球6,400（梶状核好中球4%、分葉核好中球56%、好酸球2%、リンパ球38％)。ＣＲＰＯ２ｍｇ/dﾉ。

KL6720U/Ｌ（基準500以下)。

胸部エックス線写真と胸部単純ＣＴを示す。

呼吸機能検査所見として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ％ＶＣ110％

ｂ％ＦＥＶ， ５４％

ｃ％ＤＬｃｏ４３％

ｄＲＶ/ＴＬＣ６２％

ｅＦＥＶ,/ＦＶＣ３１％

11か月の乳児。咽吐、下痢を主訴に来院した。

現病歴：２日前の夕方から咽吐が出現した。昨日、近医受診し制吐剤処方されて帰宅したが、飲

めなかった。今日になって暇吐は軽快したが、朝から発熱が出現し、１０回以上の下痢が

認めている。夕方になり活気不良となったため受診した。今朝から排尿を認めていない。

現症：意識は清明だがぐったりしている。身長７０ｃｍ、体重８４ｋｇ（1週間前の１歳児健康診

査では９．４ｋｇ)。体温37.3℃・呼吸数２１／分、脈拍１４４／分、血圧９８/４８ｍｍＨｇ、毛細

血管再補充時間1秒であった。呼びかけで反応するが、すぐに眠ってしまう。皮府と口

唇は乾燥し､皮膚ツルゴールは低下している。四肢は温かい。眼険結膜はやや貧血様で、

眼球も落ち込んでいる。心音､呼吸音は正常。腹部は戦で､グル音の充進を聴取する。肝．

3８

牌を触知しない。

便の写真を示す。

病原体として考えられるのはどれか。

ａ ノ ロ ウ ィ ル ス

ｂロタウイルス

ｃエコーウイルス

．ライノウィル ス

Fトコクサッキーウィルス

胸部単純CＴ

－２０１－１７－
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胸部エックス線写真

－２０１－１８－

便の写真
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

４１１５歳の女子。傾眠状態で搬入された。１０歳時からｌ型糖尿病でインスリン自己注射を行ってい

る。５日前から発熱、食思不振および下痢のためインスリン注射を中止していた。意識レベルは

JCSⅡ-20．身長１５０ｃｍ，体重５０ｋｇ・体温36.9℃･脈拍８８／分、整。血圧９８/６２ｍｍＨｇ･咽頭に

発赤を認めるが、胸・腹部所見と神経学的所見とともに異常を認めない。血糖５６２ｍｇ/dJ。尿糖

４+、尿ケトン体３+。

まず投与するのはどれか。

ａ抗菌薬

ｂドパミン

ｃ生理食塩液

ｄ５％ブドウ糖液

ｅ重炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ

４０３６歳の男性。１０日前に右胸痛が出現し、近医を受診。帯状庖疹と診断され治療を開始された。

２日後より39℃の発熱と咳噺、呼吸困難が出現し同医を再診。胸部エックス線写真で陰影を指摘さ

れ、抗菌薬の投与をうけた｡しかし、症状が増悪するため呼吸器内科を紹介され受診した。

受診時ＷＢＣ１０，１００（好中球89％、リンパ球７％)、ＣＲＰ17ｍｇ/dZであった。

受診時の胸部エックス線写真と胸部CT。

至急で実施した略疲のグロコット染色を示す。

正しいのはどれか。

ａβ-,-グルカンは正常である。

ｂ略疲細胞診上はclassVと判定される。

ｃ熔疲のPCR法による検査で同定できる。

。マクロライド系抗菌薬が有効である。

ｅ副腎皮質ステロイドの併用は禁忌である。 ４２６８歳の男性。２日前から左耳の姪痛を自覚していた。今朝うがいをすると水がこぼれるのを自覚

し、左顔面の麻揮を認めたため来院した。また、左耳の聞こえにくさも認める。血液所見：白血

球8,600、血小板１２万。免疫学所見：ＣＲＰ0.5mg/dJ。左耳の写真を示す。

治療として最も適切な薬物はどれか。

ｒ
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左耳の写真

葡

－２０１－２０－

４３２８歳の初産婦。妊娠9週で１繊毛膜2羊膜双胎と診断された。妊娠25週で羊水量の差を指摘され、

妊娠26週、急速な腹囲の増大と腹部の筋満感を自覚した。

適切な対応はどれか。

ａMRI検査

ｂ羊水除去

ｃ染色体検査

．塩酸リトドリンの点滴

ｅ７５月経口ブドウ糖負荷試験（OGTT）

噌疾のグロコット染色

《沙．

－２０１－１９－
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

４５１５歳の男子。腰痛を主訴に来院した。２日前に野球の練習'１１に腰痛が出現した。３年前から度々 、

野球の練習をした後、腰痛が出現していたが、練習を休むと軽快していた。安静時痛や歩行時痛

は認めない。

腰椎単純エックス線写真を示す。

診断はどれか。

ａ二分脊椎

ｂ腰椎分離症

ｃ強直性脊椎炎

ｄ脊椎カリエス

ｅ腰椎椎間板ヘルニア

４４１４歳の男子。サッカーの試合中、相手の頭部が左眼部にぶつかって受慨した。診察時の眼球迎

動写真とＣＴを示す。

適切でないのはどれか。２つ選べ。

ａ上転障害がある。

ｂ知覚障害は認めない。

ｃ下直筋が腫大している。

。眼商下壁の骨折がある。

ｅ上顎洞内の血液貯留がある。

眼球運動写真

＄
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

４７５０歳の男性。約lか月前にスノーボードで転倒し、後頭部を打撲したが様子をみていた。数日前

より頭痛が続くため来院した。神経学的には、意識は清明で脳神経に異常を認めない。左上肢に

軽度の運動麻揮を認める。頭部単純ＣＴを示す。

この疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ男性に多い。

ｂ高齢者には少ない。

ｃ中硬膜動脈の損傷による。

ｄ脳ヘルニアを起こすことがある。

ｅ意識清明期（lucidinterval）がみられる。

４６２８歳の女性。２０歳頃から摂食障害が出現し、その頃から抑うつ状態となり、薬物大量服薬による

自殺企図を繰り返していた。連絡が取れないとのことで様子を見に行ったところ、アパート自室

のトイレの中に豆炭30個がたかれており、反応がないために救急車要請となった。病院搬送まで

に約1時間を要した。来院時現症：意誠はJCS300、呼吸１８/分、脈拍106/分、整。血圧106/66、

酸素１０J/分吸入下でSpO297％であった。鼻腔内に煤を認め、皮膚は鮮紅色であった。瞳孔は左

右同大３ｍｍ、対光反応迅速。心電図、胸部エックス線には異常なし。検査所見では動脈血液ガス

（酸素１０J/分）ＰＨ7.40、PaCO,36.7torr、Pao,194.7torr，SaO'９８３％、CO-Hb29､５％、血液．

生化学検査では異常なし。頭部MRIで両側淡蒼球に異常信号を認めた。

この患者について正しいのはどれか。２つ選べ。

aCO-Hb濃度から軽症である。

ｂ高気圧酸素治療を直ちに行う。

ｃＰ５０（50％酸素飽和度）は低値である。

ｄＳａＯ,98.3％からＣＯ中毒は否定される。

ｅ嫌気的解糖が予測されアルカリ製剤を投与する。

頭部単純CＴ

４８７１歳の女性｡毎年夏場に悪化し､冬場に軽快する足の皮疹を主訴に来院した｡吐間部の写真を示す。

適切でない検査はどれか。２つ選べ。

右 右

↑
凶

／
頭部単純CＴ

－２０１－２３－

吐間部の写真

ａ培養検査

bTzanck試験

cWood灯検査

ｄ苛性カリ直接鏡検法

ｅプリッ ク テ ス ト
、

－２０１－２４－



５０２７歳の女性。生来健康。動惇、体重減少を主訴に来院した。体温３６．８℃、脈拍130/分、整・血

圧120/６０ｍｍＨｇ、頚部にびまん性で硬い甲状腺腫を触れ、圧痛や自発痛は認めない。血液所見：

ＴＳＨＯ､01四/ｍﾉ未満(基準0.2～4.0)､fr426ng/dJ(基準0.8～2.2)､CRP陰性。TSH受容体抗体陰性。

甲状腺ぺﾙｵｷｼﾀー ゼ抗体陽性､抗サイログﾛブﾘﾝ抗体陽性｡甲状腺1231摂取率(24時間値)4.0%

（基準１０～40)。

治療薬として適切なのはどれか。

ａプロピルチオウラシル

bプロブﾗﾉﾛ ｰﾙ

ｃサイロキシン

．チアマゾール

ｅ無機ヨーＦ

『

Ｆ
Ｕ

2010(H22)年度6年生総合試験問題

５１３５歳の2経妊2経産婦。

現病歴：第１子は分娩停止で帝王切開、第２子は反復帝王切開であった。妊娠30週で当院へ紹介

初診した。超音波検査で児の成長は週数相当である。３３週に行ったMRI画像を示す。

既往歴，生活歴，家族歴：特記すべきことはない。薬物アレルギー歴もない。

現症：身長１５４ｃｍ、体重６２ｋｇ、体温37.0℃、脈拍７１/分、整。血圧128/７９ｍｍＨｇ・

検査所見：尿所見：蛋白（±)、糖（一)、血液所見：血液型：Ｂ型Rh+、間接クームス（一)、

４９日齢21日の新生児。在胎38週５日、2,9009で出生。生下時よりチアノーゼを認め、心エコー検査

を施行。肺動脈は閉鎖していたが、動脈管開存症を認めた。心室中隔欠損を認め、三尖弁は閉鎖

していた。受診時の動脈酸素飽和度は90％であった。

治療方針について正しいのはどれか。

aB1alock-Taussig短絡手術の適応である。

bNorwood手術の適応である。

ｃ三尖弁置換術の適応である。

ｄ肺動脈絞掘術の適応である。

eRastelli手術の適応である。

Ｈｂｌ１．３９/ｄｊ、Ｈt38％、白血球11,000/皿、血小板２３万/“。

管理方針で正しいのはどれか。

ａ自己血貯血が推奨される。

ｂ血栓予防のため術前からへパリン製剤を投与する。

ｃ児が十分に成熟した39週以降の予定帝王切開とする。

ｄインフォームド，コンセントを行えば経腹分娩も可能である。

ｅ超音波断層法ではカラードプラーを用いても評価が困難であり、通常行わない。

Ｆ
』

漁

ＭＲＩ画像

－２０１－２６－－２０１－２５－
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５４１７歳の男子。バイクの自損事故で胸部を強く打撲し搬入された。現場では意識は清明、胸部

の嬉痛を訴える。搬入時、気道は開通、呼吸３０/分、右胸部で吸気時に胸郭の陥没を認め、ＳｐＯ２

８６％。脈拍120/分、血圧170/１０mmHg・胸部単純エックス線写真を示す。

この症例で当てはまる病態はどれか。２つ選べ。

５２２５歳の女性。派巡社員として働いていたが、契約が終了し仕事のない期間があった。その頃か

ら部屋にひきこもり、食事は母親に促されて食べる状態となった。心配した両親が病院を受診さ

せようとしたが拒否した。やがて一人で笑ったり、独り言を言って怒るようになった。隣家の人

が自分の悪口を言っているとその人に文句を言いに出かけようとするため、家族が止めると興恋

する。このため両親に伴われて病院に来た。

この疾患で正しいのはどれか。

ａ発症初期の積極的な治療的介入が重要である。

ｂ有病率は人口１０万当たり約１０である。

ｃ陰性症状に対する薬物効果は高い。

ｄ大脳に炎症性の変化が認められる。

ｅ病気についての心理教育は無効である。

’

Ⅱ型呼吸不全

静脈還流障害

胸腔内圧の上昇

一回換気量の減少

末梢血管抵抗の減少

竃
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ｂ
Ｃ
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便

ｄＴ

Ｉ

１
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里
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１

ａ下肢虚血

ｂ腸管虚血

ｃ急性腎不全

ｄ大動脈破裂

ｅ大動脈弁閉鎖不全

５３４５歳の男性。１０年前より高血圧があり、降庄治療中であった。突然激しい背部痛が出現し、持

続するため救急車にて救命センターを受診した。来院時､血圧190/lO5mmHg,心拍数１１２／分､整。

意識は清明であった。胸部造影CT検査を示す。

この疾患の合併症として考えにくいのはどれか。

胸部単純エックス線写真

胸部造影CT検査

－２０１－２７－
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５６１０歳2か月の男児。突然の意識消失を主訴に受診した。発熱を伴わず、現在までに３回の既往が

ある。突然意識を失い、右上下肢の間代性けいれんが数十秒続き、その後徐々に全身に広がる発

作様式であった。顔色不良を伴うことが多い。妊娠分娩歴、家族歴は問題なく、現在までの知的

発達は良好であった。自然睡眠時脳波所見を示す。

この患者の初期治療として正しいのはどれか。

ａケトン食療法

ｂＡＣＴＨ筋肉内投与

ｃカルバマゼピン内服

．ビタミンB6大量療法

ｅアセトアミノフェン内服

５５１２歳の女児。腹痛を主訴に来院した。この患者のMRI像と会陰部の写真を示す。

最初に行う処置として適切なのはどれか。

ａ院腸

ｂ抗菌薬投与

ｃ処女膜切開

ｄ子宮頚部円錐切除術

ｅ腹腔鏡下卵巣腫傷摘出術

'顎

h伊同

’１
１－－

－２０１－３０－

５７４４歳の女性。人前で名前を書くときに手が震え、字が書けなくなったと外来を受診した。表情

は硬く緊張していた。人前で話すのは苦手というが、主婦として家庭では問題なく生活している

という。食欲、睡眠に変化はない。両手を挙上させると細かく手が震える。その他両側上下肢で

軽度深部腿反射の充進が認められた他、神経学的異常を認めなかった。身長１６２ｃｍ、体重５０ｋｇ、

血圧124/７２ｍｍＨｇ･一般血液検査、甲状腺ホルモンは正常範囲であった。

はじめに試みる薬物療法はどれか。

ａ抗不安薬

ｂ抗うつ薬

ｃβ遮断薬

ｄ抗コリン薬

ｅエストロケン
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MRl像 会陰部

△、垂嘩

自然睡眠時脳波所見



６０４２歳の女性。３０歳過ぎに雌聴を自覚し、徐々に進行して生活に不便を感じるようになったため

受診した。３０歳前後に２子を出産している。鼻腔、咽喉頭、鼓膜に異常を認めない。オージオグラ

ムを示す。

この患者への治療方針として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ補聴器装用
ｌＩＢＨＬ

？Ｆ，

《
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

６１２０歳の男性。１年前から左陰迩の腫大を認めていたが放置していた。左陰蕊が手拳大となったた

め外来受診。受診時の左精巣超音波検査を示す。

次に行う検査として適切なのはどれか。

ａ尿流 量測定

ｂ腹部CT検査

ｃ腹部血管造影

。陰嚢穿刺吸引検査

ｅＰＳＡ（前立腺特異抗原）測定

5815歳の男子｡幼児期より日光にあたると露光部に紅斑､水庖を形成するような弦い皮府炎を生

じていた。次第に皮膚は乾燥粗造となり、特に顔面の小色素斑の多発と、ここ数年小結節、黒色

結節、潰傷が多発するようになった。

正しいのはどれか。

ａ伴性劣性遺伝性疾患である。

ｂ体幹にはカフェオレ斑が多発する。

ｃ三叉神経領域に単純性血管腫がみられる。

ｄDNA修復機構の障害が疾患の本体である。

ｅメラニン産生能が先天的に欠如している。

－２０１－３２－
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５９２８歳の男性。虹門周囲からの膿排出および{庭痛を主訴に来院した。排便時、出血および発熱は

ない。３か月前に肱門周囲膿傷で切開、排股されている。

正しいのはどれか。

ａ見張りいぼを伴う。

ｂ皮間からの感染に起因する。

ｃ乳幼児では根治手術が必要である。

ｄ３時、７時、１１時の位置に好発する。

eCrohn病に伴うものは難治性である。

gj醗烏

嘆露。

２
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Ｍ〆。
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左精巣超音波検査

６２２８歳の男性。lか月前より左眼の眼脂、充血を主訴に来院した。１週前から徐々に増悪している。

視力低下は認めない。下眼険結膜の前眼部写真を示す。

－２０１－３１－

ｒ，

最も考えられるのはどれか。

ａ細菌性結膜炎

ｂ流行性角結膜炎

ｃクラミジア結膜炎

ｄヘルペス'性結膜炎

ｅアレルギー性結膜炎
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屯ｂ鼓室形 成 術 一 ｌ ｖ

Ｏ

ｃアプミ'骨手術
ＩＯ

ｄ鼓膜チューブ留置術２０

ｅステロイドの内服治療３０
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

６６７０歳の女性。吐血、食欲不振、体重減少を主訴に来院した。身体診察所見では、るいそう以外

の異常所見を認めず。血液検査にて軽度の貧血をみとめるのみであった。血清生化学検査：ＴＰ７．０

９/ｄｊ、Ａｌｂ４．０９/dﾉ、ＬＤＨ５７０１Ｕ/Z，ＵＮ１６ｍｇ/dJ、Ｃｒ１．０ｍｇ/dﾉ、ＣＥＡ２０ｎｇ/ｄｊ、ＣＡｌ９－９２５

Ｕ/dﾉ。上部消化管造影検査と内視鏡検査および生検組織所見を示す。

次のうち正しいのはどれか。

６３６２歳の男性。半年前から右手のふるえが出現し、３か月前から歩行と動作が遅くなったため受診

した。脳神経は異常なし。深部鰹反射は正常､病的反射は認めない。四肢､右側優位に筋固縮を認め、

安静時に右手指振戦を認める。

可能性の高い疾患はどれか。２つ選べ。

ａ多発性硬化症

bHuntington無踏病

cParkinson病

ｄ多系統萎縮症

eAlzheimer病

胃悪性リンパ腫
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メネトリエ病
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肥厚性胃炎

萎縮性胃炎
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６４７２歳の男性。２０歳から30本/日の喫煙者である。４か月前から、咳噺・11客疲が出現。この半年間

で６５kgあった体重が５８kgまで減少した。最近になって口渇･悪心を訴え、尿量増加と噌眠傾向も

出現した。心電図上ではＱＴｃ時間の短縮を認める。

正しいのはどれか。

ａ低ナトリウム血症が見られる。

ｂ低カルシウム血症が見られる。

ｃクッシング症候群を合併しやすい。

dneuron-specihcenolase（NSE）が上昇している可能性が高い。

esquamouscellcarcinomaantigen（SCC）が上昇している可能性が高い。
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内視鏡検査

毎句亀●碩

上部消化管造影検査

－２０１－３４－

６５５６歳の女性。３週間前からの腹部膨満を主訴に来院した。腹部は膨隆し、圧痛は認めない。腹部

超音波検査で腹水様所見があり、穿刺でゼリー状の液を吸引した。

この患者で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ治療として手術を行う。

ｂ組織学的悪性度が高い。

ｃ腹部CT検査は有用ではない。

ｄ消化管の通過障害はきたさない。

ｅ虫垂や卵巣が原発臓器として考えられる。

生検組織所見

－２０１－３３－



腎生検蛍光抗体染色（IgG）標本

『
2010(H22)年度6年生総合試験問題

５８歳の男性。浮腫を主訴に来院した。１年前の健診にて蛋白尿を指摘されていたが桁査は受けて

いなかった。ｌか月程前より両下肢のむくみを自覚するようになり来院した。来院時、血圧146/８８

mmHg、脈拍６８/分、眼険浮腫あり、肺野清、心雑音なし、肝牌を触知せず、両下腿に浮腫あり。

尿所見：蛋白（3＋)、蛋白定逓３．６９/日、潜血（＋)、血液生化学所見：総蛋白５．４９/dJ、アル

ブミン２．５９/dJ、総コレステロール３２８ｍｇ/dZ、尿素窒素２５ｍｇ/dZ、クレアチニン１．０

ｍｇ/dIo腎生検蛍光抗体染色（IgG）標本と電子顕微鏡標本を示す。

EⅧ

診断はどれか。

ａ膜性腎症

ｂ巣状糸球体硬化症

ｃ腎アミロイドーシス

ｄ膜性増殖性糸球体腎炎

ｅ微小変化型ネフローゼ症候群

｡Ｌ

‐穂。
ユ，…瞳

j1． ロ

霧《■
凸

士
Ｌ
面
部

･31魂
画

雫唾UBI齢茸与占Ｗ

－く｡法”
蝉

編
＆

生

－２０１－３５－

骨

句

自

電子顕微鏡標本

箪
評
誌

｡


